
ご報告 
ながさわ保育園 

園長 中瀬弾正 
 

平成 18 年8 月 4 日（金） 午後 7 時15 分から「夏の集い」の花火事故についての

説明会がありましたので、ご報告させていただきます。 
出席者  保護者  11 名    園側  14 名 

「夏の集い」の花火事故についての説明会 
日 時 平成１８年８月４日  午後７時より 
場 所 ながさわ保育園 ホール 

７：００  予定時刻より１５分遅れてはじめた。 
７：１５  園長挨拶、お詫び（別紙） 
 
保護者より質問及び園側の回答 
質問１  あひるの会会長宅に保護者から電話があり、説明会で伝えてほしいといわれた。   
      ①園があまり対応をしてくれなかった。 
      ②園と市でくいちがいがある。（報告がちがう） 
      ③安全管理の面で子どもをあずけることが心配。 

園側 ：   
① 園側と市ではくいちがいがあるのはたしかである。 

市に対して園側が言ったことと、市が聞き取ったことがちがう。 
       市は園が火傷を負った子を病院につれていった。 

⇔園側は、園児のお母さんとおばあさんにつれていってもらった。それから園職員が何

度も電話をしたがつながらず、ようやくつながって病院へ（園長・副園長・実行委員長）

が行った。 
市は「花火を途中で中止した」 

⇒これは市の担当者の思い違いだった。 
② 安全面 

今までは花火をするのにロープをはったり、観客席を隔離したりしていた。 
ところがだんだん横着になってきた。 
花火師もあらかじめお願いしておき、当日集まってもらって、話をし、打ち上げる順

を決めていた。 
今まで事故がなかったということから、だんだんずさんになってきた。 
Ｏ－157 などでも、事故をおこしてしまったら、ながさわ保育園がダメになってしまう

ので、気をつけている。かき氷も手袋で対応した。他の安全面については園なりに

努力しているつもりである。 
質問２  園側が「事実でない報告をした」という噂をきいて、市に確認したら、「花火は中止した、3

名が医者につれていった。」というがそれはどうか？（園側の回答は質問１と同じ） 
質問３  先生方は全員(事故のことを)知っていたか? 



園側 ： ひとりひとり持ち場の仕事をしていた。 
質問４  事故があったことを知らなかった？ 

園側 ： 花火をしている間に片付けていた。周りが暗くなると見難いし、片付けにくいので、

片付けてもいいという指示をした。 
 
質問５  火の粉がおちてきた。危ないと感じなかったんですか？ 

園側 ： 思いました。でも、それ以上のことをしませんでした。 
質問６  花火も子どもだけで見ていないので、保護者も監督の義務があるのでは？ 
   保護者 ： 義務というより、逃げようがなかった。 
   保護者 ： 救急車は子ども達がおどろくし、、、 
   保護者 ： そんなことはない、命にかかわるようなことだったら、救急車を呼ぶべきで 

子どもがおどろくなんて考えることはない。 
   保護者 ： どんな対応をしても、事故はおきる。事故後の対応がよくないんじゃないか？ 

園側  ： 再三言いますが、惰性でやっていたということが一番反省点です。安全管理につ

いても怠っており本当に申し訳なかった。 
             その場ですぐ園長に連絡しなかったということを、本当に反省している。すぐにで

もしていれば、花火を中止していたと思う。お詫びしても仕切れない。申し訳なか

った。 
質問7  とにかく園と市の言っていることが違うのは、どちらが本当ですか？ 

園側 ：  この説明会がはじまる前に市がきて、花火中止については、市の担当者が間違い

を認めた。園として嘘をつく必要もない。 
          私立の場合、社会福祉法人運営なので市としては出席できないので、事前にき

てもらった。 
質問８   事故報告書はないのか？ 

園側 ： ない。 
         課長に言われたので、メモでもよいということで、経過記録をおくった。最初の報告

は電話でした。 
質問９   今からきちんとした報告書は出しますか？ 

園側 ：  はい。月曜日に報告するといってある。 
          子育て支援課としての市長に出す「事故報告書」は見せてもらった。 
質問１０  子ども同士の喧嘩ではなく、保育園側の責任としてどんなことをしてもらえるのか、連

れてきた側として、聞きたい。 
園側 ：  賠償保険に入っているので対応します。 

   保護者 ： 保障してもらえるんですね。 
          今日も病院に行ったら、毎日通っても 3 ヶ月かかる、跡がのこるかもしれないし、

仕事を持っているので休んで連れって行っている。ガソリンもかかるし、痛い思

いをして、プールも入れない、花火もトラウマになっている。精神面の保障もして

もらえるんでしょうね？ 
   保護者 ： そういう話は本人と園との話し合いじゃないのか？個人的な話なのだから。   

保護者 ： もっと早く保護者に伝えるべきだったのでは？ 



(この説明会に)自由参加ではなく、(出席を)頼む感じで声を掛けたのか？ 
(説明会のこの時間帯)一番忙しい時間にきているのですから、火傷の具合、こう

いう対応をとったなどを(出席していない保護者にも)知らせる義務はあるのでは

ないか。 
来られなかった親にも報告すべき。きちんとした、対応をお願いする。 

 
質問１１  説明会にこられなかった保護者には伝えるのか？ 
       「こうゆう事故で、こうゆう対応をした」と知らせる義務があるのでは？ 
質問１２  説明会はどうしてすることになったのか？ 

園側 ： 保護者からの要望が市にあった。市からの要請もあった。 
質問１３  来年は花火はやめますか？ 

園側 ： やめることは簡単だし、たとえば線香花火をわたして家でするとか、色々考えて

いますが、(来年も実施するのであれば)万全な対策をもって十分に安全面に配

慮しなければならないと思っている。 
質問１４  門もないし、どこからでていくかわからないし、散歩も心配。 

園側 ： 散歩は保育士が笛と携帯を必ず持って行きます。園外保育実施計画表を必ず提

出しています。地図（散歩経路図））も書いていますので、どこのクラスがどこへ行

っているか明確になっています。 
         園庭は広いので、保育士が声を掛け合ってみています。 
         事務所は誰も居なくなることもありますが、毎日 10 時には事務員さんが出勤します

ので、玄関のところも気をつけています。 
         又、園長や私もおりますし、うさぎ組の所からも見えるので、自分のクラスだけでな

く、「ながさわ保育園のこども」として全職員が見るようにしています。 
質問１５  プールですが、今はいろんな事故が起きていますが、どのように気をつけています

か？ 
園側 ： プールは浅い深いではなく、いくら浅くても事故は起こりうるので、しっかり保育士

も見るようにしています。一度に沢山の人数は入水しないようにしています。保育

士も神経はかなり使っています。 
          今、手足口病がはやっているので、手洗い（石けん）うがいは周知している。 
          救急法講習もうけていますし、0 歳児の部屋に[118]という救急の道具がおいてあ

ります。 
質問１６  これから誠意のある対応をしてもらえるのですか？ 
          精神的なケアもですよね。 

園側 ： はい。もちろんです。園としてできる限りのことをさせてもらいます。 
 
8：35 終了 
 
 
 
 


